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SmaH－for・dates infantと低出生体重児の統計的検討
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1 研　究　目　的

　出生時体重が同じものでも、在胎期間の畏短によって、

それらの乳児の予後が異なってくることは予測さ桝る。

特に在胎期間に比べて出生時体重の小さい児（Sman－

for・dates　iufant一以後S，F．Dと略す）においては、

生命予後を麟鵜し、∫1盤騨、糊鋤灘発達・
羅患状態に他の乳児ど比ベズ何んちがめ差が見られるの

であろうが、それはどれ位の差であるのか、また、どれ

位小さければ間題になるのであるかは、まだはっきりと

判明しているわけではない。

　箪者は、姫娠経過と分娩時の状態奪あわせ観察して、

更に新生児期から乳児期・．幼児期への追跡調査を行なっ

てるが㌧上翠の早地に立ち・このS・F・D群を選び出し

て調査を開始した。そし宅今回は・このS・F・D群の追

跡調査のpilot　studyとして、rs．F，Dなるものの確立と

実態を知るとともに・ 出生時体重が2，500g以下の新生

児いわゆる低出生体重児と比較検討を以下の項目につい

て行なった。

H　研究対象及び方法

　研究対象は、 昭知3合年1月から昭和42年12月 までめ5

年間に愛育病院産科で出生した児 3＄87人のうち次の条

件にかなった乳児964人（24．8％）である。すなわち、

船川氏原案1，の在胎期間と出生時体重との関係を示した

図に、全出生児の個々をプロ 7トし宅ジ第1園爾ように、

平均値より十〇，5σ以上のものをLarge－for・dates　i職fant

（L，F，D－L群）、一〇．5σ以下のものをS．F、D－S群、

その間にあるものをApprQpriate・fdr・da斡sibfant（A・

F，D－A群）とした。このうちS 群を更に次の よ うに4
分した。1群；一〇』5σ㌣一1，0σの間にあるもの、2群

．一
．0σ～一1．5σ（一皇σ）、3群＝r1． 5¢（r皇り～一、

　　　　　　　　　2　　　、一

．』2．

2．0σ、4群1－2．0σ以下の四群である。 また・』出生時

体重が2500g以下のもので・L群・A群に属するものを

選び、それぞれP－L、P－A群≒レて、締計㌍処理の

段階においてP一（L＋A）群即嘩合せて騨した・

またS群のうち2500＄以下の出生時体重をもつものを

・P－S群として比較した。

第i図調査対象
Fig　l　Gestational　period　and　I）irth　weight
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　　　　　　　　　　　　　纏い
　　　　　　　　　　　　　1』．．1　い　乙 』・ご

　1・　S・F・Dの頻度

　964名のうち各群の人数は第1 表に示しだ通りさある。』

1群が最も多く436名（42，9％）、以下2群、3群、4群

の順になっており、これらのうちで出生時体重2500g

以下のP群の占める割合越逆に4｝13ゼ2及びユ群の順

になっており、4群は全てP群ビ入っている。特に、問

題の多いといわれるところの標準体重より一量σ以下の

　　　　　　　　　　　　　　　　　2
ものは196人（20．3％）で、同年次の全出生に対して

5，0％である。

第1表対　　　象
Tab里e　l　No垣ber　of・infantSl

究

　　1　　出生時体対象に対全出生に
　　重2㎜giして』 i対して
（人）以下（人） 　（％）i　（％）

成　績

　　　　　　　， 1域

第2図一A　在胎期間（37遇以下）と出生時体重
Fig・2・AllGestati6百：Per貢bdr 藤st駐an37
　　　　Weeks）and　Birth　welght
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　乞　在胎期間との関係

　対象例の在胎期間をみると、出生時体重が1500g以下

のもので嫉布胎37週以下のものが96，0％・1501～2500g

のものは52』？％・2501騨上の出生1時鰯のもの，で齢

37週以下は僅が3，2％にすぎぬ（Pく0．01）。（第2図一A）

　3，母の年齢と出生時体重との関係

妊娠当時の母の鱗醜の姓騰戴の蘇をみた
のが第2図一Bである。、特に3q歳以上の高齢の母からの

児に注目して選ぴ出し湊割合であるが、出生時体巫1500

g以下のものでは30歳以上の母の占める割合は31．8％、

1501～2500gの群は30・6％・2501g以上のものは29．5％

で殆ど差がない。

　4．母の年齢と出生順位との関係

　各群の対象児の母の年齢と出生順位との関係を第3図

に示した。30歳以上の高年の思から出生は各群とも大差

はなく、P一（L＋A）群にやや多く32．7％、を占めてい

　　　　　　　　　　　　　　　　　ぺる。出生順位を第1子群と第2子以上群に分げて検討し

た。対象児で第1子の割合ぼ第②子以上よりも多く、各

群とも50％以上を占めており、 そのうちでも3群が最も

60 80 　　、100％

第2隅一B　撮の年齢（30歳以上）と出生時体重

Fig2』BAge・fm・th“randBirt豆weゆt
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第3図母の年齢（30歳以上）出生順位（第1’子〉
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多 く72．8％が第1子である（P＜0．05）。これは全出生

の出生順位の割合に比べるとかなりの差がある。同年次

の愛育病院での全出生の第1子の占める割合は50，2％で

ある。

　しかし、S，F，D群では、高年初産の母から生まれた

ものが多いとはいえず・むしろ若年の初産の母からの出

生が多い。

・5， 母の既往妊娠との関係（第4図）

　対象例のうち経妊婦である母を対象として・かつて死

産・自然流産・人工妊娠中絶の有無を調べた。

　人工妊娠中絶をかつて行なったことのみる母は3群が

最も多く44，0％、最も少ないのが1群で34． 1％。低出生

体重の二っの群はともに40％前後である。

　自然流産のあったものは1群が最も多く21ユ％で他の

群は差がない。　しかし、　P一（L十A）群は33．3％で

S、F．D群よ り有意をもって多く（PくO，01）、特にこ

の群では流産の回数も2回以上のものは他の群に比べて

多い。

死産についてみると、図の如くP一（L十A）群が最

も多く、次いでP－S群となって他は殆ど差がない。月り

ち、P一（L十A）群は工610％ を占めて「いるが、S群
（1，2，3） は2～3％にすぎない。

第4図　死産・自然流産・人工中絶
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　6．妊娠異常
　妊娠中に母体に何らがの異常参認められたものは、第

5図に示したように出生時体璽の小さいもの程多くみら

第5図妊娠異常
Fig5　Abnorma監pregnancy
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れる。すなわち“1群が53．3％、2群51．6％、3群59．8

％、P－S群63，1％、P一（L十A）群83，6％となって

いる（0．01くPく0，05）。　P－S群のうち4群が最も多

く、71．6％も妊娠異常が認められているo　

　妊娠異常のう ち最も頻度が高い妊娠中毒症の占める割

合は・P一（L十A）群が19．8％と最も低く、他の群は

40％前後である。妊娠中嶺症の次に多い異常1≠S、F，D

群では、切迫流早産、妊婦貧血であるが、 P一（L十A）

群は、切迫流早産、妊娠中毒症、貧血の順になう亡いる

（0．05くPく0．1）0

　7，　分娩に関する問題

　分娩に際して母体に何らかの炎常の認められたもの

は、第6図に示した透り、低出生体重児群に多く、 特に

P一（L十A）群が48，3％で最も多く他め群に比べ有意

差がある（Pく0．0工）。分娩時異常の中で最も頚慶が高

いのは、前期及び早期破水であるが、これに出生時体重

が小さい程その割合が高くなる。すなわち｛』 1群32，0

％、2群42．6％、r3群46，4％である。一方P群は更に高

く、P－S群58．7％、P一（L十A）群は76．1％となっ

ている（P〈0．01）。他の分娩時異常としてほ分娩遷延、

回旋異常が多い。

　分娩様式は殆どが自然頭位分娩であるが、 吸引、鉗子、

帝王切開など人工分娩術の 占める割合は各群問に差はな

くP群にやや多い傾向にある。
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第6図　分娩（異常・様式）
F互96　Delivery
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第7図出生時異常と仮死
Fig7， Abng誓mal　birth　and　asphyxia
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　8，出生時の状態
　出生時に児に聡められた異常所見についてみると、

，S，F．D群では4群が最も多いが、他の群ではむしろ出

生時体重の大きい程異常の発生の率が高い。　1群33。4

％、2群31，8％、3群28・2％、 4群52．3％となづてい

る。 また低出生体重児群ではP一（L＋A）群が62．7％、’

P一・S群38． 9％となっている（0．01＜Pく0．05）　 （第7
図）。

　出生時の異常所見のうちわけは、強いチアノーゼのも

の、 表皮剥脱及び爪等の黄染等胎盤機能不全症候群の症

状のあるもので異常所見の約60％ を占め、外衷奇形は

P－S群に多く1．03％で他の群は0．3～0，8％rと・なって

いる。一方仮死については第7図にみ1られる通り、．JS，

F．D群間に差はなく、P群を合せ観察するとP一（IL十

A）群が多く、15．8％を占めて いる。、』

　9、ヒ1新生児期の状態

　新生児室入院中に異常を認めたも のぱず第8図に示し

たように各群と・も60％を越え』、特にP群が多く、』P－S群

が86．6％」　P一（L十A）群も85．3％となづている（0101

くP＜0‘ 05）。　 　　二　　　r

　異常所見で最も多かったものは‘皮下出血斑と嘔吐で

あるが・強度チアノーゼ・呼吸陣害は出生時体重の小さ

い群に多く認められ、特にP一（L＋A）群ではS，F♂D

群よりむ目立・って多く認められた。蓮攣はP群と4群に

多く他の群に比べて有意差がある（P＜0101）◇・皮下出

血斑は3臼．4％、生後3日以後に見られた頻発する嘱吐が

あったものは30．3％、強度チアノーゼは21訂％どなろて

いる。　　　　　　 r　　』・ 1 　1マ ぐこ

　焚疸に関しては血清総ビリルビン値が20㎎／d旦以上の

第8図　新生児期 （黄疸。異常・処置）
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第9図栄養・（強制栄養と退院時）

ドig・9　 Feeding　，
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第2表 1週内死亡例（周生期の状態〉一』

Tab監e2 Mortality　w辻hin　lΨge琴of　a琴璽

死 亡 数

母の・年齢　（30歳以上）

出生順位（第1子）

輩胎期 問　（37週以前）

出生時体重　（L謝g以下）

妊娠異常（有）1

・分娩異常 （有）

出生時興常　（有）・

剖 検

　　　　む37（3．8％）

9（24．3％）

20（5喋，O％）

32（86．5％）

2皇（56，7％）

33（8912％）

13 （35． L％）

26・（70．・～％） 1

13（35』生％〉

（剖検の内訳）

岬4 ・髄す・搬痕い職1鱗購群∵2

未熟3

80　％

、（＊対象数に対して）

20 40 60

ものか｛それ以下でも交換輸血を施行’したものを重症黄

疸と rして採用した。S・F．D各群問には有意差なく約10

％（1群8．1％、2 群9．3％『3群9．5％、4群10 56％）

であるが、P群では多くなり20～3Q％を占めている。

酸素とか、保育羅とかの処置をほどこ∫したものは当然

低出生体重児群に多く、P一（L 十A）群の’9014％が02

又は保育羅のどぢらか・ または両者を使用 している。・

　1α 新生児期の栄養について

r新生児室退院時あ栄養にっいてみると・第9図めよう

にS，F．D群は母乳で栄養されているものが多いが、P

群になる・と母乳栄養は46，1％にすぎない。対象例全体の

母乳栄養の割合は69．8％であるが、 1群は76，言％i・2群

77♪8％、 3群ウ2，6％、 4群68．3％で4群が最も少ない

が、同じS．戸．D群でも出生時体狐が2500g以下のもの

になる と母乳栄養の 占める割合は大帳に減少して48．1％

にすぎない。　 ∵ 　1 　　　 　　　　

・入院中強制栄養を施行されだものはP群にみられP暦

（L十A）群が26，白％、 P］S群が9．3％となってい

る。

　11．　1週内死亡例の検討’』ン

　1週内に死亡したもrのほ第2表に示ずよ15に27例であ

るQごれは対象児0〉3・8％に相当し出生1000対3き．2とな

り、愛育病院における 向年次の 1週内死亡率（出生1000

対）14．9に比べで高率である。・ 1
、

・2群のうち出生時体

重2500g以上のもrのでは死亡例はなく 、3群、 4群が高

第10図’毎の身喪rと出生時体蜜（SF　D）1’
Flg

10『Body16ngth of　mother　and　birth　weight

r出生時

』体重’

　3000』

2500

2000

15σ0
　　　 145　150　155 160　　　　165　』

　 ．母身長・c肝

率で3群は9人、4群は14人で残りは♪一（L＋A）群セ

ある。また、3及び4群のうち出生時体重2500g以下の

P群は20人とならていて低出生体重群の死亡率は高い。

死亡37例についてその周生期の状態について調ぺると

同じく第2表に示した通り である。在胎期間別にみる宅
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在胎37週以下が32人（86．5劣）もあり～出生時体窟お00

g以下は2ユ人（56，7％）でζれも高率である。妊娠異常

のあった ものは33人（89，2％）で、妊娠中毒症は最も多く

27人である。出生時、児に異常のあったものは26人（70．2

％）で・．呼吸障害のあったも4）が死亡例の78％を占めて

おり・外奇形が10．8駕である。死亡例で剖検をしたもの

は13例あり、これは35，1％にあたる。奇形4例（10．8

％）・出血3例・ ，糧3例 （8』工紛』騨騰曝群（R

D，Sと略す）2例（5．4％）で、 核黄痕1 例・（217％）で

ある。

W 考按及び総括

　Sma里1・for・dates　infant（S．F．D）の概念は、Lubch－

eロco野1らによって導入された。L〔ヒb6he“coらは米国

コロラド珊における出生児について在胎週別の出生時体

電にづいて調査しているが、これと同様のことを日本で

は船川1｝1η が・ 昭和35年度の出生児にっいて調査し・わ

が国の在胎期間別の出生時体重を算出している。その

時 Lu㎞h“ncqは・在騨間供し陛1、、麟体重が

漂準体重より小さいもの一S，F．D一では～新生児

死亡、新生児期の障害、その後の発育にも正常のものよ

り問題が多いと述べて、特に10六」セソタイル以下のも

のにおいて著明ζあるとしていう。、7方、船川は標準偏

差を用いて｛ i階級区分を行ない在胎期間（在胎週別＞出

生時体重曲線の基準を作成した。その曲線で一旦σ．以下

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
のものがLubchencoの10パーセンタイルの曲線とほ

ぽ等しくなっている。Lubchencoは10バーセ マタィル

以下を問題にしているので、．日本では一応船川の曲線の
　3
一一 以下をS．F，Dとして定義して分析を行なってい
　2
る研究者が多いが、こ爾概命熊導入されてからまだ日が

　　　　3　　　　　　　　　　　’浅く、一 σ以下奪S、F⑩≧するか、更にそれ以下（例

えば一2σ以下｝：をs㊤P絃励景よま；耀立練てい

るわけではなレく。それ故、今回の調査において、在胎期

間に比べて出生時体重西小さい鴬のの新生児の実態を調

査するとともに、当院筑おける＄，F．Dの定義づけを目

的とした。　甲　・

　　　　　　　　～　　　　　　　　　　　　　　 3
　S、F．D9頻度は、そりS二F，Dの定義を一応一万σ

以下の体重においた揚合、全出生に対して4．0％であ

る。これを他の研究者の成績と比べると、大浦‘15レらの

成績では2，7％、2500g以下で一旦σ以下のものは36．5
　　　　　　　　　　　　　　2
％・合吉外　藤井7，らφ成績は・いわゆ斎満期産未熟児

の発生頻度で4碧4％と48落となっている。一毅的に、在

胎週28週力1ら32週まではS・F・Dは非常に少なく・33週

以後で取第、に多・く．なり・溝期になるとζくに多くなると

考え ちれる庸硫われて 辱るラ，。

　低出生体重児には、 自然流産及ぴ死産を経験した母か

らの鵬生の頻度が高し、》こ之は認められている81が、今回

の籔者の調査においてもS．F』D群よりも・むしろ低出

生体重犀（出生特外寧顕gg乳塁下≧2二う、驚：ll桑饗ge・for’

dates及びApPrdpri就色イ欲頑at鈴くP翌（夏系真）群）に多

く認められたことに興味があった。特に死産を窪験した

母より艇れた群において狽勲察黛
、、 、1．．、』、．，

また・母の体聯問題に蝿騨魏翠苓麹i今回の
調査では母の体格の差による児への影響ははっきりしな

かったが・他の研究91では身畏の短い母は小弩い児を生

むことは認められている（麹騨ll 』怨

　妊娠中の異常のあったものは、出生時体重が小さく蓼

る程頻度は高くなり、特に標準体重より一豆σ以下のも

　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
の（S，F，D群）は60％前後で他の群より多くなってい

る。 特に承症の妊娠中毒症の頻度もS、F，D群では商率

であり、 これも藤井剛の調査と同様の結果が出ている。

それ故、妊娠中灘症もS， F．Dの大きな原因の一っと考

えてよい。

　出生時、・児に認められた異常も一2．0σ以下の、ものに

．著明であるが、特に奇形の発生もS．F，D群ぱ高率であ

る。これはWarkanymも認めている。また‘．新生児

期の異常も、S．FlDといわれる1以ル㌧ご嬉多く認めら

れ）特に呼吸障害が多く、こ れは侮出生体垂児鱒R．．D．

＄炉多い；とからもうなづけるp

　退院時の栄養は、未熟の程度、合併症の程度によ づて

異なるがも 一出生時体重の小さいもの程母乳栄養でない も

のが多く なる。これは他の調査において筆者1飢3レら も認

めているし、他の研究者も同様の成績．を示している。「母

耽栄獲の頻度は全国のそれより適高いPが、愛育病院の

かっての2、3の調査14レ15Pのそれより低い。これは出生

時体重の小 さいものの場合、強制栄養が多くなった．り、

入院が永びいたりする関係で母乳栄養の割合が低くなる

のは当然である。

　死亡例について検討を餌蕃な薦て、無Fl． ・D群の死亡率

は出生、10QO対38．2で、愛育病院の同年次爾それと比べ

て有意ド高率である。これは、藻芽101、大沸5，、Scott16｝

の成績も同様である。Lubchenco風81が注意をしたのも

無理からぬところ紹ある。死因についてみると、出血、

R．D，Sによる死亡が多かったが、他の施設でみられた
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ような低血糖症による死亡は認めなかった。なお、当院

で一昨年より血糖検査が確享されて剛牢輝容易になり、

疑しい症例には検査をしているが低血糖症による死亡は

ない。

　以上、種々の周生期の状態、1週内死亡例を検討し

て・筆者の調査においても・在胎期間に比して出生時体

　　　　　　　　　　　　　　　3勲少さ硯の二う執騨体璽より一ゲ以下の墜有

灘力潔妨樋纈が多いので・S・RDは一ア以
下のもめを指してもよいと考えるQ

V　結 論

　昭和38年から42年までの5年間に愛育病院で生まれた

児を・在胎期間と出生時体重の関係を示した船川氏原案

　　　　　　　　　　　　　　1の図にプロ ヅトして、標準値より賊一σ以下のものを選
　　　　　　　　　　　　　　2
び更に・ 出生時体重2500g以”ドめ低出生体璽児の一L．

F．D，A．F，D群を加えて統計的検討を加えた。

　その結果は次の通りである。rr

　1．母の年令・出生順位は必ずしもS．F．D．の発生

　　とは関係ない。

　2．既往に流・死産または人工妊娠中絶のある母から

　　は、S．F，D．及び低出生体重児の出生が多い。

　　　　3　3，一一σ以下群では出生時に異常所見のあったもの
　　　　2
　　が多い。

　4．新生児期の異常はS．F．D．群よりも低出生体重

　　児群に多く認められた。

　5．　1遍内死亡例は標準体重より一旦σ以下のS，F，
　　　　　　　　　　　　　　　2
　　D．群に多い。

　以上の結果により、S．F．D．は船川氏原案の在胎週
別出生時体重の標準値の一旦σ以下に含まれるものを指
　　　　　　　　　　　2
すことが妥当である。

　なおこの研究は、研究第1部野末悦子との協同研究で

あり、昭和43年第4回日本新生児学会でその要旨を発衷

した。
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